
　県内中小企業の受注機会を増やすため、県内外企業の発注情報の

収集・提供をしています。

　県内中小企業者（グループ含む）の展示会や見本市への出展、市場

調査、広報、海外マーケティング等の販路開拓事業に対し助成します。
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4． 販 路 の 開 拓 支 援

●アフター・ウィズコロナにおける展示会・商談会、講座の開催
 （2コース）

5. 情 報 化 の 支 援

アフター・ウィズコロナにおけるネットビジネス支援事業

受発注取引のあっせん・紹介

防災・減災、感染症対策促進事業

　東京・大阪・名古屋地区で広域商談会を開催しています。

商談会の実施

　主に首都圏の企業へ自社製品を売り込みたい県内中小企業に対し

て、コーディネーター等を活用して販路開拓を支援します。

首都圏への販路開拓支援

　情報ビル１Fフロアで経営関連の図書や雑誌・新聞等の資料や、社

員教育・製造業関連・繁盛店情報など企業に役立つビデオ・DVDを

多数取り揃えております。

　すべて開架式ですから、必要な図書やビデオ等を書架から自由に

取り出し、閲覧・視聴できます。

　また、無料で貸し出しするサービスを行っています。

図書・ビデオ・DVDソフトによる情報提供

https: //www.tonio.or. jp/ info/ library/

※ただし、首都圏（東京・神奈川・千葉・埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円。
　県外分及び国外分の両方で事業を実施する場合の上限額は50万円。

販路開拓の挑戦支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　事業継続計画を策定している、または、事業継続力強化計画の

認定を受けている中小企業者の防災・減災、感染症対策を強化する

取組みに対し助成します。

　中小企業者またはNPO等と農林漁業者が連携し、双方の経営資

源を活用した新商品・新サービスの開発やそれに伴う販路開拓事業

に対し助成します。

　販路開拓の助成は、県外分25万円以内（首都圏（東京・神奈川・

千葉・埼玉）の展示会等に出展する場合は35万円以内）。県外及び

国外分の両方で事業を実施する場合は50万円以内。

農商工連携を活用した事業支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　次世代ロボット関連産業の創出、育成、ロボットの利活用を促進

するため、情報提供、情報交換の場を提供し、セミナー開催等により、

ネットワークを推進します。

ロボット技術研究ネットワークの推進

　医療現場等における多数のニーズをもとに、医薬品関連企業や

ものづくり企業と医療・介護関係者、医療機関等が連携し、イノベー

ション創出を推進します。

医薬工連携イノベーション創出の推進

　富山県が策定した新・富山県ものづくり産業未来戦略を推進し、

県内企業の競争力を強化するため、成長産業分野における新たな

技術・製品開発に向け、最先端の技術に関する情報提供、企業間等

のネットワーク形成やプロジェクト等を行います。

6. 産 学 官 連 携 の 推 進

　地球温暖化対策で成長が期待される産業分野として「次世代自

動車」、「環境・エネルギー」を含む新たな「グリーン成長戦略」分野

の取組みを推進するため、セミナー等の開催や先進地視察による

情報提供、情報交換の場を提供します。

グリーン成長戦略分野の取組み
　ヘルスケア産業研究会を設置し、セミナー開催、コーディネーター

によるマッチング活動、ヘルスケア製品開発の支援等をします。

ヘルスケア産業育成創出の推進

　アルミの特性を活かした研究開発プロジェクトの事業化やアルミ

のグリーン化に関する研究開発を支援するほか、インターンシップ、

海外技術者との交流を通した人材育成等を実施します。

アルミ産業成長力強化戦略の推進

1／3

 最長2箇年度

25万円

助 成 率

助 成 期 間

助成限度額

県外市場開拓

1／3

最長2箇年度

50万円

国外市場開拓

　IoT等の初期導入に関する総合的な相談対応を実施します。企業

での出前講座、指導者派遣による企業課題の解決に向けた提案、さら

にIoT等活用人材の育成研修も行っています。

IｏT・AI活用等生産性向上支援

ヘルスケア製品開発加速化事業

ヘルスケアイノベーション・チャレンジプログラム事業

イノベーション推進センター
産学官の連携とイノベーションの推進による
富山ならではの新産業の育成・創出

500万円／年

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間

500万円／年

1年度以内

委 託 額

委 託 期 間

　県内中小企業者（グループ含む）が富山県の指定する地域資源

（産地の技術や農林水産、観光資源）を活用した新商品・新サービス

の開発やそれに伴って行う販路開拓事業に対し助成します。

地域資源を活用した事業支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

1／2

最長2箇年度

500万円

助 成 率

助 成 期 間

助成限度額

1／2

最長2箇年度

 100万円

助 成 率

助 成 期 間

助成限度額

※ただし、工具器具・備品費の助成額は100万円以内。

2／3

最長2箇年度

200万円

助 成 率

助 成 期 間

助成限度額

※ただし、工具器具・備品費の助成額は100万円以内。
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　特定ものづくり基盤技術の高度化に資する研究開発について、中

小企業及び地域の大学等との研究機関等が連携して行う取り組みを

支援する事業に関し事業管理機関として支援します。

ユニオンテクノ株式会社 澤井 真悟 社長 ロボット技術研究ネットワークの推進

　製造業の工場の自動化・省力化に携わってきたユニオンテ

クノ。富山県産業技術研究開発センターの誘いを受けて、「と

やまロボット技術研究会」（現・とやまロボティクス研究会）に加

入したのは平成29年のこと。ロボットセミナーへの参加や国

際ロボット展への出展等を通じ、「中小の工場では汎用性のあ

る自動機を求めているのがわかった」（澤井社長）という。

　ところが現実は、ワークの種類が多様ですぐに変更になるた

め、専用の自動機の投資に踏み切れない。そこで同社は既存の

多関節ロボットと画像認識センサーを組み合わせて、簡単な自

動供給装置を開発。当機構の「企業間連携による製品試作事

業」（令和元年度）の採択を受け（株）石金精機との製作を試み、

ロボットに詳しくない人でもセンサーの設定を変更し、複数の

ワークが可能な自動供給装置をつくった。そしてこれに関心を

示した別な企業から「工場内の運搬機の開発に力を貸して欲し

い」と依頼され、新たな連携にもつながった。

▼

工場の製造ラインの自動化などに取り組む澤井真悟
社長。中小の工場のニーズにも耳を傾ける。

▼

同社が開発した複数のワ
ークをこなすことができる
自動供給装置。実務1年目
のロボットについてビギナ
ー社員が、センサーの設定
などを行った。

▼自動供給機に関心を示し
た企業が商品化している運
搬支援ロボット。軽い力でも
100kg程度の荷物を運ぶ
ことが可能。

P.6

企業間連携により製作した試作機をきっかけに
新たな連携を生み新ビジネス誕生

戦略的基盤技術高度化支援（サポイン）

電波暗室棟

開発支援棟
富
山
大
学
高
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

二
上
浄
化
セ
ン
タ
ー

ポリテクセンター富山

富山県ものづくり
研究開発センター

富山県産業技術研究開発センター
企画管理部

184,300円

276,500円

月額

月額

80㎡（2室）

120㎡（2室）

プロジェクトスペース

　センターは富山県産業技術研究開発センターと新世紀産
業機構が共同で運営しています。
　10ｍ法の電波暗室、最先端設備等設置スペースであるデ
ジタルものづくりラボ、高機能素材ラボ、CNF製品実証試
作ラボ、製品機能・環境負荷評価ラボ、オープンイノベーシ
ョン・ハブと、研究開発スペースである開発支援棟で構成さ
れています。

電波暗室（10m法、小型）／外部からの電磁波の影響を受けず、
また、外部機器に影響を与えない電気的に隔離された部屋。

8． 富山県ものづくり研究開発センター

富山県ものづくり研究開発センターの概要

　カードキーシステムにより入居者は24時間利用できます。

開発支援棟の研究スペース

［1階］

●企業や大学に広く開放します。
●最先端設備は利用者自らが操作するこ
とができます。また基本操作や高度に
利用するための技術講習を行います。

最先端設備の開放 研究開発プロジェクトの推進

異分野・異業種交流の促進実践的なものづくり人材の育成

●開発支援棟の企業スペースやプロジェ
クトスペースを活用した研究開発を推
進します。

●異分野融合による技術シーズを創出し、
研究開発プロジェクトに繋げる研究会を実
施します。

●異業種交流セミナーや研究会を開催し
ます。

●知的所有権センターとの連携により、個
別企業の知的財産の一層の活用を図り
ます。

●実践的で高度な知識を有する人材育成
のため、長期インターンシップの受け入
れや、人材育成講習会を実施します。

●共同研究方式による企業の若手技術者
の育成に取り組みます。 

使用
料金 92,100円月額40㎡（10室）

企業スペース

使用
料金

［2階］

中型プロ
ジェクト
スペース
103

WC

EV
エントランス

非常階段

ロビー 階
段正

面
玄
関

大型プロ
ジェクト
スペース
101

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

企
業
ス
ペ
ー
ス（
５
室
）

中型プロ
ジェクト
スペース
104

8.03.08.0

10
.0

33
.0

15
.0

大型プロ
ジェクト
スペース
102

209

207

205

203

201

210

208

206

204

202

WC

EV

非常階段

研修室
階
段

8.03.08.0

5.
0

5.
0

8.
0

●アクセス

高岡市二上町１22
（富山県産業技術研究開発センター敷地内）
TEL.0766-50-8280   FAX.0766-50-8283　

1／2

200万円

最長2箇年度

助 成 率

限 度 額

助 成 期 間

　県内中小企業者（グループ含む）の新商品・新技術の研究開発等

による競争力強化の取り組みに対し助成します。

ものづくり研究開発支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　バイオ、深層水、環境・エネルギー、ものづくり、航空機、医薬工連

携、次世代自動車、ロボット、ナノテクなどの成長分野を中心に、産

学官グループから研究開発テーマを公募し、新商品・新事業創出に

結びつく研究開発を支援します。

7. 新 産 業・新 技 術 の 創 出 支 援

産学官オープンイノベーションの推進

新商品・新事業創出枠

環境配慮型疎水化ＣＮＦマスタ
ーバッチの開発（産業機械メーカー＆富山県
立大学）

ナノテク富山湾海洋深層水
の電解質を活用した病者用食品と
しての経口補水液の開発（医薬品・
化粧品、健康食品・飲料等の製造
メーカー＆富山大学）

深層水

200万円以内

1年度内

委 託 額

委 託 期 間

　産学官グループから研究開発テーマを公募し、先端技術の実用化

に向けた製品開発やCNF・高機能素材の開発・加工に係るコア技術

の展開・事業化を支援します。

新ものづくり戦略推進枠

500万円／年 以内

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間
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　特定ものづくり基盤技術の高度化に資する研究開発について、中

小企業及び地域の大学等との研究機関等が連携して行う取り組みを

支援する事業に関し事業管理機関として支援します。

ユニオンテクノ株式会社 澤井 真悟 社長 ロボット技術研究ネットワークの推進

　製造業の工場の自動化・省力化に携わってきたユニオンテ

クノ。富山県産業技術研究開発センターの誘いを受けて、「と

やまロボット技術研究会」（現・とやまロボティクス研究会）に加

入したのは平成29年のこと。ロボットセミナーへの参加や国

際ロボット展への出展等を通じ、「中小の工場では汎用性のあ

る自動機を求めているのがわかった」（澤井社長）という。

　ところが現実は、ワークの種類が多様ですぐに変更になるた

め、専用の自動機の投資に踏み切れない。そこで同社は既存の

多関節ロボットと画像認識センサーを組み合わせて、簡単な自

動供給装置を開発。当機構の「企業間連携による製品試作事

業」（令和元年度）の採択を受け（株）石金精機との製作を試み、

ロボットに詳しくない人でもセンサーの設定を変更し、複数の

ワークが可能な自動供給装置をつくった。そしてこれに関心を

示した別な企業から「工場内の運搬機の開発に力を貸して欲し

い」と依頼され、新たな連携にもつながった。

▼

工場の製造ラインの自動化などに取り組む澤井真悟
社長。中小の工場のニーズにも耳を傾ける。

▼

同社が開発した複数のワ
ークをこなすことができる
自動供給装置。実務1年目
のロボットについてビギナ
ー社員が、センサーの設定
などを行った。

▼自動供給機に関心を示し
た企業が商品化している運
搬支援ロボット。軽い力でも
100kg程度の荷物を運ぶ
ことが可能。
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企業間連携により製作した試作機をきっかけに
新たな連携を生み新ビジネス誕生
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企画管理部

184,300円

276,500円

月額

月額

80㎡（2室）

120㎡（2室）

プロジェクトスペース

　センターは富山県産業技術研究開発センターと新世紀産
業機構が共同で運営しています。
　10ｍ法の電波暗室、最先端設備等設置スペースであるデ
ジタルものづくりラボ、高機能素材ラボ、CNF製品実証試
作ラボ、製品機能・環境負荷評価ラボ、オープンイノベーシ
ョン・ハブと、研究開発スペースである開発支援棟で構成さ
れています。

電波暗室（10m法、小型）／外部からの電磁波の影響を受けず、
また、外部機器に影響を与えない電気的に隔離された部屋。

8． 富山県ものづくり研究開発センター

富山県ものづくり研究開発センターの概要

　カードキーシステムにより入居者は24時間利用できます。

開発支援棟の研究スペース

［1階］

●企業や大学に広く開放します。
●最先端設備は利用者自らが操作するこ
とができます。また基本操作や高度に
利用するための技術講習を行います。

最先端設備の開放 研究開発プロジェクトの推進

異分野・異業種交流の促進実践的なものづくり人材の育成

●開発支援棟の企業スペースやプロジェ
クトスペースを活用した研究開発を推
進します。

●異分野融合による技術シーズを創出し、
研究開発プロジェクトに繋げる研究会を実
施します。

●異業種交流セミナーや研究会を開催し
ます。

●知的所有権センターとの連携により、個
別企業の知的財産の一層の活用を図り
ます。

●実践的で高度な知識を有する人材育成
のため、長期インターンシップの受け入
れや、人材育成講習会を実施します。

●共同研究方式による企業の若手技術者
の育成に取り組みます。 

使用
料金 92,100円月額40㎡（10室）
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●アクセス

高岡市二上町１22
（富山県産業技術研究開発センター敷地内）
TEL.0766-50-8280   FAX.0766-50-8283　

1／2

200万円

最長2箇年度

助 成 率

限 度 額

助 成 期 間

　県内中小企業者（グループ含む）の新商品・新技術の研究開発等

による競争力強化の取り組みに対し助成します。

ものづくり研究開発支援
（とやま中小企業チャレンジファンド事業）

　バイオ、深層水、環境・エネルギー、ものづくり、航空機、医薬工連

携、次世代自動車、ロボット、ナノテクなどの成長分野を中心に、産

学官グループから研究開発テーマを公募し、新商品・新事業創出に

結びつく研究開発を支援します。

7. 新 産 業・新 技 術 の 創 出 支 援

産学官オープンイノベーションの推進

新商品・新事業創出枠

環境配慮型疎水化ＣＮＦマスタ
ーバッチの開発（産業機械メーカー＆富山県
立大学）

ナノテク富山湾海洋深層水
の電解質を活用した病者用食品と
しての経口補水液の開発（医薬品・
化粧品、健康食品・飲料等の製造
メーカー＆富山大学）

深層水

200万円以内

1年度内

委 託 額

委 託 期 間

　産学官グループから研究開発テーマを公募し、先端技術の実用化

に向けた製品開発やCNF・高機能素材の開発・加工に係るコア技術

の展開・事業化を支援します。

新ものづくり戦略推進枠

500万円／年 以内

2箇年度以内

委 託 額

委 託 期 間


